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　　　　　　　　　　あとがき
　13年前に東京医科大学に国際医学情報センターを設立して
以来、MEDLINEに収載されている国際的なジャーナルへ
載った本医科大学からの論文数は、飛躍的に増加しました（図
1参照）。時にこの半年間で、本学にならって国際医学情報セン
ターを設立することへの関心が、多くの機関で高まってきて
おります。東京女子医科大学に新センターが設立されること
が最近決定され、今後他の多くの大学でも、同様のセンターを
設立するために、人材を求めるようになると思います。約13
年前に小生が設立したMedical　Interpreters　and　Translators
Associationを通して、医学通訳翻訳のバックグランド及び能
力を持つ専門家をある程度育てることができましたが、それ
でもこのような機関を設立するのは、非常に困難を伴うもの
です。従って将来的な構想として、医科大学は将来的に、医学
部のコースと平行して、医療事務、病院事務、研究事務、医療
秘書、また医学コミュニケーションセンター・スペシャリスト
養成などのプログラムをつくることが挙げられるでしょう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（J．P．バロン　記）
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1．庶務報告
幹事会（要旨）（平成15年9月）
　　　　　　　　　D　東京医科大学医学会奨励賞（3件）
○第152回総会（平成15年ll月1日土曜）開催予定
当番教室：生化学講座、泌尿器科学講座
特別講演：井坂恵一　産科婦人科学主任教授
シンポジウム：8演題
○第153回総会（平成16年6月5日土曜）開催予定
　当番教室：微生物学講座、老年病学講座
2．編集報告
　1）
　2）
　　面することが承認された。
3．臨床懇話会報告
開催報告：
開催予定：第334回（15．10．16）泌尿器科学
4．
61巻5号～6号、61巻特別号の編集状況が報告された。
巻頭言の謝礼金について、現在の社会状況に合わせて増
　　　第333回（15，07，22）（八）・救命救急部池田一美講師
　　　　　　　　　　　　　　　　　青柳貞一郎講師
投稿論文奨励賞・医学会奨励賞選考委員会報告
　○渡辺大介（老年病学講座）0猪越英明（薬理学講座）
　○小方二郎（外科学第三講座）
　2）東京医科大学雑誌投稿論文奨励賞（3件）
　0小林由佳子（免疫学講座）0臼田三郎（産科婦人科学）
　〇三浦崇幣（内科学第五講座）
　3）選考委員会より提出された医学会奨励賞選考基準の見
　　直しについて種々審議され承認された。
5．審議事項
　1）東京医科大学医学会会則第11条により臼井正彦病院長
　　の医学会副会長への就任が承認された。
　2）東京医科大学医学会細則第4章第9条ノ（3）による小
　　柳泰久副会長の名誉会員への推薦が承認された。
　3）秋の総会の開催内容の見直しについて審議され、大学院
　　生の研究発表を行ことが承認された。
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